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「すてきな坂「すてきな坂「すてきな坂丸岡高校
　市議会では、高校生1日議会塾として、高校生に議会を身近に感じ、市の未来を考
えてもらう機会とするため、市内各高校と意見交換会を開催しています。
　丸岡高校では、丸岡高校PTAが主催する企画とコラボし、「すてきな坂井市」を
テーマにパネルディスカッションや意見交換を行いました。

第1部  パネルディスカッション

第2部  グループ協議

　グループ協議では、５つのテーマで19グループに分かれ、議員25名と2年生が意見交換
を行いました。
　生徒は「主婦」や「高齢者」などさまざまな目線に立ち、フィールドワークなどを通じて
事前学習したテーマを基に「すてきな坂井市」について意見交換をしました。

　パネルディスカッションでは、全校生徒を前
に、国内最大の音楽専門チャンネルを運営する
株式会社スペースシャワーネットワーク会長の
清水英明氏や生徒代表、市議会議員代表、ＰＴ
Ａ関係者の計11名により、意見交換が行われま
した。生徒代表から、観光客を増やすための方
策について提案があり、他のパネリストからは
シティーセールスを活発にすることや交通網の整備、市民、企業、団体やグループによる
会員制交流サイト（ＳＮＳ）での情報の発信、地元の熱意やおもてなしが重要であるなどの
発言がありました。

①観光イベント

・インスタ映えのするスポットを増やすことにより、若い観光客を呼び込む。
・東尋坊や雄島などをカップルの聖地にすることにより、観光客（若者）を増やす。
・新たなグルメを開発したり、新しいグルメイベントを増やす。
・フリーＷｉ-Ｆｉを増やすことによって、外国人観光客が訪れやすい環境をつくる。
・丸岡城を国宝にするためにも、歴史ある街の景観づくりを進めていく。
・坂井市でＪリーグチームを育成して、市内外からたくさんのサポーターを呼び込む。

し みずひであき

高校生

3 丸岡高校議会塾

市議会だより市議会だより
坂井坂井

平成30年11月8日開催

井市 」になるために井市」になるために井市 」になるために

次号では、三国高校と坂井高校での意見交換会を紹介する予定です。

②経済活性化

・丸岡産そばを大々的にPRすべきである。
・芸能人、有名人を坂井市に招きPRする。
・坂井市にはおいしい米があるから、海外
に販売できるシステムをつくる。
・若者の雇用を生みだすため、企業を誘致
する。

③交　通

・お年寄りのために、病院やスーパー側か
らバスが出るとよい。
・お年寄りが自宅から行きたいところまで
連れていってくれる送迎サービスがある
とよい。
・自転車、歩行者が安全に通行できる道路
を整備してほしい。
・登下校の時間にあわせた路線バス、コミ
ュニティバスを運行してほしい。

④青  少  年

・このまちを良くしていくのは若者であ
り、私たちが坂井市を活性化していくべ
きである。
・都会が好きであり、将来都会に住んでみ
たいという思いがある。
・丸岡祭り、古城まつりなどのイベント
に、小中高生をどんどん巻き込んで活気
あるものとしてほしい。

⑤男女共同参画

・男女で家事を分担してほしい。
・男性が育児休暇を取りやすい環境をつく
ってほしい。
・男女の仕事や給料の格差をなくしてほしい。
・親の仕事の時間に合わせて子どもを保育
園に預けられるようにしてほしい。

高校生

高校生 高校生

高校生

2丸岡高校議会塾
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環
境
省
は
指
針
で
、
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
の
策
定
を
自
治
体
に
求
め
て
い

る
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、
県
と
の
整

合
性
を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
県
の

計
画
策
定
と
同
時
進
行
し
な
が
ら
、
策

定
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
大
規
模
な
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
発
生

し
た
場
合
を
想
定
し
て
の
対
策
計
画
は

策
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
市
で
は
、
災
害
対
策
本
部
と
な
る
庁

舎
に
防
災
無
線
の
停
電
対
策
を
行
い
、

指
定
避
難
所
に
は
自
家
発
電
機
な
ど
を

整
備
し
、
最
低
限
の
電
力
確
保
に
努
め

て
い
る
。

　
今
後
も
、
計
画
的
に
停
電
対
策
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
台
風
な
ど
風
水
害
発
生
に
備
え
た
事

前
防
災
行
動
計
画
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

は
策
定
し
て
い
る
の
か
。

　
本
市
で
は
、
九
頭
竜
川
・
北
川
減
災

対
策
協
議
会
、
福
井
県
管
理
河
川
嶺
北

ブ
ロ
ッ
ク
減
災
対
策
協
議
会
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
避
難
勧
告
な
ど
の
発

令
に
着
目
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定

し
て
い
る
。

　
台
風
対
応
の
動
き
出
し
と
し
て
は
、

何
日
前
か
ら
動
き
出
し
て
い
る
の
か
。

　
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
中
で
は
72
時
間
前

か
ら
行
動
計
画
、
行
動
を
示
し
て
い
る

が
、
台
風
の
場
合
は
、
台
風
の
進
路
予

想
が
出
た
時
点
で
、
情
報
収
集
な
ど
早

め
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
災
害
時
に
お
け
る
要
支
援
・
要
介
護

者
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
災
害
時
の
要
支
援
者
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
て
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら

要
支
援
者
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　
行
動
概
要
が
時
系
列
で
記
載
さ
れ
て

い
る
の
で
、
災
害
時
に
は
こ
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
も
と
に
、
対
応
を
行
っ
て
い
く
。 渡辺　竜彦

戸板　　進

一
般
質
問

　
市
本
庁
舎
や
J
R
丸
岡
駅
周
辺
整

備
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
お
よ
び
現
状
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
こ
の
地
域
は
、
幼
保
園
、
小
学
校
、

高
校
、
公
園
な
ど
、
良
好
な
居
住
環
境

で
あ
り
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
本
庁
舎

整
備
も
始
ま
る
中
で
大
変
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
駅
舎
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
度
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
改
修
を
行
い
、
駅

周
辺
で
は
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車

場
１
０
４
台
、
月
極
駐
車
場
26
台
を
整

備
し
、
利
便
性
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
に
よ
る

水
を
活
か
し
た
潤
い
の
居
住
環
境
整
備

に
も
一
部
着
手
し
た
。

　
今
後
は
、
都
市
計
画
道
路
県
道
J
R

丸
岡
駅
前
線
の
整
備
を
県
に
強
く
要
望

し
て
い
く
。

　
市
の
新
た
な
総
合
計
画
を
策
定
中
だ

が
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
も
変

更
す
る
の
か
。

　
本
庁
舎
周
辺
の
将
来
像
に
つ
い
て
も

十
分
検
討
し
、
都
市
計
画
の
見
直
し
を

考
え
て
い
き
た
い
。

　
J
R
丸
岡
駅
か
ら
三
国
高
校
、
丸

岡
高
校
方
面
に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
兼

ね
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
は
で

き
な
い
か
。

　
現
在
、
三
国
高
校
方
面
に
は
、
朝
７

時
台
が
２
便
、
夕
方
三
国
方
面
か
ら

J
R
丸
岡
駅
へ
向
か
う
17
時
か
ら
19

時
の
間
で
４
便
運
行
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
丸
岡
高
校
方
面
に
は
、
朝
６

時
台
と
７
時
台
の
２
便
、
夕
方
は
、
丸

岡
高
校
か
ら
J
R
丸
岡
駅
へ
向
か
う
17

時
か
ら
19
時
の
間
で
、
４
便
を
運
行
し
、

特
に
朝
の
便
は
学
校
の
始
業
時
間
に
間

に
合
う
よ
う
高
校
生
の
通
学
を
考
慮
し

運
行
し
て
い
る
。

本
庁
舎
お
よ
び
J
R
丸
岡
駅
を

中
心
と
し
た
都
市
計
画
は

▲ 周辺整備が期待されるＪＲ丸岡駅

▲ 国土交通省が進めるタイムラインの流れ

坂
井
市
の
災
害
対
策
計
画
は
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携帯電話

　
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
な
か

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
な
ど

情
報
通
信
技
術
を
使
え
る
人
と
使
え
な

い
人
の
格
差
が
問
題
で
あ
る
。

　
格
差
解
消
に
向
け
て
の
対
策
は
。

　
携
帯
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
た
な

い
高
齢
者
に
は
一
斉
電
話
サ
ー
ビ
ス
運

用
を
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
情
報
弱
者
と
な
り
や
す
い
要

支
援
者
の
名
簿
を
作
り
、
共
助
の
重
要

性
を
訴
え
て
い
く
。

　
共
助
も
大
切
だ
が
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
こ
そ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
・
情
報
機
器
の

恩
恵
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
情
報
弱
者
が
苦
手
と
す
る

防
災
メ
ー
ル
受
信
設
定
を
市
の
窓
口
で

代
行
で
き
な
い
か
。

　
パ
ス
ワ
ー
ド
で
ロ
ッ
ク
が
か
か
っ
て

い
る
携
帯
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
で
き

な
い
が
、
あ
ら
か
じ
め
携
帯
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
で
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
て
持
参
す
れ

ば
代
行
で
き
る
。 

　
市
内
シ
ョ
ッ
プ
で
ロ
ッ
ク
解
除
と
同

時
に
メ
ー
ル
登
録
が
完
了
す
る
よ
う
な

協
力
体
制
は
で
き
な
い
か
。

　
可
能
か
ど
う
か
、
各
社
に
打
診
し
て

い
き
た
い
。

　
総
務
省
は
、
弱
者
に
災
害
時
必
要
な

情
報
が
確
実
に
届
く
こ
と
を
目
的
に

「
情
報
難
民
ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

進
め
、
2
0
2
0
年
ま
で
の
情
報
の

視
覚
化
、
多
言
語
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
既
に
い
く
つ
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
導

入
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本
市

も
積
極
的
に
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
市
政
に
十
分
活
用
で
き
る
も
の
、
災

害
や
救
急
の
現
場
で
の
必
要
性
が
あ
る

も
の
な
ど
、
情
報
を
収
集
し
、
対
応
を

考
え
て
い
き
た
い
。

古屋　信二

山田　秀樹

▲ 丸岡新そばまつりの様子

　
米
の
消
費
拡
大
条
例
制
定
後
の
ご
は

ん
食
推
進
や
達
成
度
は
ど
う
だ
っ
た

か
。

　
食
育
や
保
育
園
給
食
で
坂
井
市
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
他
、

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
の
販
売
や
市
民

参
画
制
度
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
と
し
て
消
費
拡
大
と
魅
力
発
信

を
行
っ
て
い
て
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が

着
実
に
進
ん
で
い
る
と
考
え
る
。

　
戦
略
的
な
転
作
作
物
へ
の
市
助
成
の

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
県
や
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
水
稲
、
転
作
大

麦
、
麦
跡
大
豆
ま
た
は
そ
ば
に
よ
る
２

年
３
作
の
体
系
を
推
進
し
な
が
ら
、
助

成
の
在
り
方
に
つ
い
て
生
産
調
整
を
主

体
と
す
る
も
の
か
ら
、
所
得
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
丸
岡
産
在
来
そ
ば
に
つ
い
て
、
地
理

的
表
示
保
護
制
度
（
Ｇ
Ｉ
）
を
利
用
し

た
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で
高
付
加
価
値
を
つ

け
ら
れ
な
い
か
。

　
Ｇ
Ｉ
を
利
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
は

安
定
供
給
で
き
る
生
産
体
制
や
地
域
生

産
者
、
丸
岡
そ
ば
振
興
協
議
会
の
意
向

を
踏
ま
え
、
協
議
、
検
討
し
て
い
く
。

　
も
ち
麦
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

中
、
六
条
大
麦
か
ら
も
ち
麦
の
作
柄
切

り
替
え
が
市
全
体
で
取
り
組
め
な
い

か
。

　
現
在
、
六
条
大
麦
（
フ
ァ
イ
バ
ー
ス

ノ
ウ
）
の
需
要
も
依
然
高
い
と
聞
い
て

い
る
の
で
、
も
ち
麦
の
生
産
に
つ
い
て

は
Ｊ
Ａ
の
販
売
と
生
産
者
の
立
場
に
沿

い
な
が
ら
適
正
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。

　
中
山
間
地
な
ど
耕
作
困
難
地
の
担
い

手
対
策
に
、
特
別
な
支
援
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
丸
岡
地
区
の
中
山
間
地
を
中
心
に
点

在
す
る
耕
作
困
難
地
に
つ
い
て
は
農
業

団
体
や
地
域
が
協
力
し
、
耕
作
地
と
す

る
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
必
要
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

水
田
農
業
施
策
の
充
実
を

情
報
弱
者
の
救
済
を

▲ 防災メール登録用QRコード
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市
内
の
小
中
学
校
の
電
子
黒
板
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
導
入
状
況
は
。

　
学
校
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
電
子
黒

板
は
１
台
以
上
を
配
置
し
て
お
り
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
は
全
て
の
学
校
に
６
台
以
上

あ
る
。

　
今
後
の
I
C
T
教
育
の
進
め
方
に

つ
い
て
は
。

　
新
学
習
指
導
要
領
に
は
、
新
し
い
時

代
に
必
要
と
な
る
資
質
・
能
力
と
し
て
、

①
知
識
・
技
能
、 

②
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
、 

③
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間

性
、
こ
の
３
つ
の
柱
が
例
示
さ
れ
て
お

り
、
I
C
T
を
活
用
し
て
こ
れ
ら
の

能
力
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

　
I
C
T
機
器
の
今
後
の
導
入
予
定

は
。

　
国
か
ら
も
平
成
30
年
度
以
降
の
学
校

に
お
け
る
I
C
T
環
境
の
整
備
方
針

が
示
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
機
器
の

整
備
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

　
市
内
に
音
楽
室
の
よ
う
な
ス
タ
ジ
オ

を
整
備
し
て
、
音
楽
・
楽
器
に
携
わ
れ

る
環
境
づ
く
り
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
三
国

地
区
と
丸
岡
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
４
つ
、

春
江
地
区
に
３
つ
、
坂
井
地
区
に
１
つ

整
備
し
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

新
た
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
正
式
種
目

に
な
っ
た
。

　
市
内
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
練
習

コ
ー
ス
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
を
設
置

し
た
ら
ど
う
か
。

　
公
園
な
ど
は
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
利
用
す
る
の
で
困
難
で
あ
る

が
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
市
民
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
な
が
ら
施
設
整
備
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
住
民
の

自
主
的
か
つ
交
流
を
促
進
す
る
活
動
な

ら
ば
柔
軟

に
対
応
し

て
い
き
た

い
。

　
ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏
に
お

け
る
本
市
の
位
置
づ
け
は
。

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た

共
通
課
題
に
つ
い
て
、
福
井
市
と
連
携

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
で
、
圏
域
の
構

成
自
治
体
と
し
て
圏
域
全
体
の
活
性
化

を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

　
連
携
す
る
こ
と
で
期
待
で
き
る
こ
と

は
。

　
広
域
的
な
課
題
や
共
通
課
題
に
効
果

的
に
対
応
で
き
る
こ
と
に
加
え
、
国
の

特
別
交
付
税
も
期
待
で
き
る
。

　
連
携
に
よ
る
財
政
負
担
は
。

　
ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ

ジ
ョ
ン
（
案
）
で
は
、
５
年
間
の
総
事

業
費
は
約
40
億
円
、
市
の
負
担
額
は
３

億
５
０
０
０
万
円
と
試
算
し
て
い
る

が
、
既
存
事
業
を
除
く
と
、
市
で
新
た

に
生
じ
る
負
担
は
約
１
４
０
０
万
円
だ

が
、
特
別
交
付
税
の
交
付
に
よ
り
実
質

的
に
は
負
担
は
な
い
。

　
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
圏
域
の
全
体
が
経
済
成
長
を
牽
引
す

る
こ
と
で
の
経
済
的
効
果
に
期
待
し
て

い
る
。

　
反
対
に
デ
メ
リ
ッ
ト
は
特
に
な
い
と

考
え
る
。

　
予
防
お
よ
び
早
期
発
見
、
発
見
後
の

各
種
対
策
な
ど
が
ん
対
策
を
総
合
的
に

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
坂
井
市

が
ん
対
策
推
進
条
例
を
制
定
し
て
は
。

　
が
ん
は
日
本
人
死
亡
原
因
の
第
１
位

で
、
本
市
で
は
27
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
で
は
、「
第
３
次
福
井
県
が
ん
対

策
推
進
計
画
」
で
示
さ
れ
て
い
る
重
点

目
標
の
達
成
を
目
指
し
、
各
種
の
が
ん

対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
条
例
に
つ

い
て
は
、
今
後
調
査
・
研
究
し
た
い
。

後藤　寿和

川畑　孝治

が
ん
対
策
推
進
条
例
を
制
定
し
て
は

▲ ＩＣＴを使った授業の様子

▲ 福井県
　 がん対策推進計画

ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏
に

対
す
る
考
え
は

坂
井
市
I
C
T
教
育
の
充
実
に

向
け
て

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
や

ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に

■問■答■問■答■問■答■問

■答■問■答

■問■答■問■答■問■答■問■答

■問■答

10一般質問［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］

　
全
国
で
、
歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定

の
も
と
、
観
光
施
設
や
地
域
づ
く
り
に

文
化
財
を
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
市
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
先
進
地
よ
り
講
師
を
招
い
て
の
講
演

会
の
開
催
や
、
基
礎
デ
ー
タ
作
成
の
た

め
、
歴
史
文
化
に
関
す
る
活
動
団
体
や

関
連
事
業
の
情
報
収
集
を
行
っ
た
り
、

地
域
に
根
差
し
た
歴
史
や
文
化
の
掘
り

起
こ
し
を
行
う
た
め
、
市
民
向
け
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

　
今
後
も
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
計
画
的
・
継
続
的
に
推
進
す

る
た
め
、
国
の
指
針
に
基
づ
き
３
年
以

内
を
め
ど
に
、
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
を
活
用
し
た

「
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
計
画
」

が
認
定
さ
れ
れ
ば
、
国
か
ら
の
支
援
が

得
や
す
く
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
国
の
認
定
を
受
け
る
と
、
街
な
み
環

境
整
備
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
国
の
交

付
金
の
対
象
と
し
て
優
先
的
に
事
業
が

採
択
さ
れ
る
こ
と
や
、
交
付
率
の
上
限

が
か
さ
上
げ
さ
れ
る
な
ど
、
国
の
重
点

的
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

　
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
策
定

に
合
わ
せ
、
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
の
認
定
は
、
文

部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通

省
の
共
管
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
長
部

局
の
中
に
学
芸
員
を
配
置
で
き
な
い

か
。

　
現
行
の
体
制
の
中
で
連
携
を
強
化
し

て
い
き
た
い
。
　

近藤　哲行

南川　直人▲ 歴史まちづくり法パンフレット

　
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
と
い
う
シ
ス
テ

ム
が
あ
る
が
、
空
き
家
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
空
き
家
を
改
装
し
て
紹
介
し
た
り
店

舗
に
し
て
ま
ち
を
活
性
化
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
現
状
と
対
策
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
全
国
的
に

も
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
も
同
じ

で
あ
る
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
売
り
た
い
、
貸

し
た
い
と
の
情
報
を
広
く
提
供
し
た
結

果
、
今
ま
で
に
売
買
物
件
45
件
、
賃

貸
物
件
14
件
が
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。

　
今
後
も
有
効
活
用
を
誘
導
し
て
い
き

た
い
。

　
空
き
家
対
策
に
お
い
て
、
家
は
壊
し

た
い
が
資
金
不
足
の
人
に
対
す
る
補
助

金
は
な
い
か
。

　
※

特
定
空
家
に
指
定
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
１
件
当
た
り

上
限
50
万
円
の
「
空
家
除
却

支
援
事
業
」
と
い
う
補
助
金

制
度
が
あ
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

に
も
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
三
国
駅
や
三
国
港
駅
に
下
車
す
る
観

光
客
が
増
え
て
き
て
い
る
中
、
冬
の
雨
、

風
、
雪
を
防
ぐ
た
め
に
ガ
ラ
ス
張
り
の

バ
ス
停
留
所
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
と
な
る
よ

う
な
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
ま
ず
は
観
光
地
間
の
連
携
、
交
通
イ

ン
フ
ラ
事
業
か
ら
始
め
、
交
通
事
業
者

と
協
議
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▲ 三国町内空き家

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の

維
持
及
び
向
上
に
関
す
る

法
律
（
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
）
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

空
き
家
対
策
は

バ
ス
停
留
所
設
置
の
考
え
は
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農
業
事
業
者
の
高
齢
化
、
零
細
な
集

落
営
農
組
織
に
つ
い
て
は
。

　
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
人
手
の
確
保
が

年
々
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
で
あ

る
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

国
の
制
度
に
基
づ
き
、
県
の
農
業
再
生

協
議
会
に
、
法
人
の
設
立
か
ら
経
営
改

善
の
指
導
ま
で
を
行
う
福
井
県
農
業
経

営
相
談
所
が
平
成
30
年
10
月
１
日
に
設

立
さ
れ
、
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
を

推
進
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
に
対
す
る
農
業
支
援
に
つ
い

て
は
。

　
市
で
は
、
高
齢
化
な
ど
で
農
業
に
従

事
が
で
き
な
く
な
っ
た
人
に
、
農
地
中

間
管
理
機
構
や
坂
井
市
農
業
公
社
を
通

し
て
担
い
手
の
斡
旋
を
行
い
、
農
地
の

貸
付
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
農
地
中
間
管
理
機
構
に
関
す
る
現
状

に
つ
い
て
は
。

　
市
内
の
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用

し
た
貸
付
面
積
は
、
平
成
30
年
３
月
31

日
現
在
で
約
６
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農

地
全
体
に
対
す
る
活
用
率
は
、
９
・
８
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
市
全
体
の
担
い
手
に
よ
る
集

積
率
は
約
70
％
と
な
っ
て
お
り
、
利
用

権
設
定
な
ど
農
地
の
流
動
化
が
既
に
進

ん
で
い
る
現
状
で
あ
る
。

　
住
民
の
交
流
促
進
と
し
て
、
小
公
園

や
休
憩
所
な
ど
を
地
区
内
で
造
成
す
る

事
業
の
支
援
策
を
検
討
し
て
は
。

　
地
区
公
園
や
集
会
施
設
が
既
に
整
備

さ
れ
て
い
る
中
で
は
、
類
似
す
る
新
た

な
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
設
置
や
維
持
管
理
に
多
大
な
費
用

が
か
か
る
こ
と
や
、
空
き
地
が
個
人
の

所
有
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
困
難

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
自
主
防
災
組
織
の
現
状
お
よ
び
結
成

率
の
向
上
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

　
結
成
率
は
63
％
、
世
帯
数
換
算
で
は

68
％
で
あ
り
、
未
結
成
自
治
会
の
大
半

は
、
少
数
自
治
会
や
新
興
住
宅
地
で
あ

る
。

　
県
内
の
他
市
の
状
況
か
ら
見
る
と
低

い
方
で
あ
り
、
登
録
方
法
の
改
善
な
ど

も
検
討
し
な
が
ら
、
自
助
・
共
助
の
大

切
さ
と
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性
を
粘

り
強
く
訴
え
て
い
く
。
　
　

　
自
主
防
災
組
織
活
動
の
支
援
策
は
。

　
ど
う
い
っ
た
支
援
を
行
う
べ
き
か
住

民
の
意
見
を
踏
ま
え
、
国
、
県
な
ど
関

係
機
関
の
助
言
の
も
と
に
検
討
す
る
。

　
自
主
防
災
組
織
活
動
に
対
す
る
研
修

活
動
・
防
災
訓
練
補
な
ど
ソ
フ
ト
面
に

補
助
金
の
拡
大
は
。

　
現
在
、
本
市
は
防
災
資
機
材
の
補
助

金
の
み
で
あ
る
が
、
他
市
の
内
容
を
確

認
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
自
主
防
災
組
織
の
情
報
共
有
に
向
け

た
広
域
的
な
組
織
づ
く
り
は
。

　
広
域
的
な
組
織
づ
く
り
は
有
効
な
手

段
と
考
え
る
。

　
学
校
区
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
区

長
会
な
ど
既
存
の
組
織
単
位
に
よ
る
広

域
化
が
考
え
ら
れ
る
が
、
地
域
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
平
成
29
年
の
丸
岡
南
中
学
校
の
防
災

訓
練
は
防
災
教
育
と
し
て
素
晴
ら
し
い

取
り
組
み
で
あ
る
。
普
及
拡
大
は
。

　
大
変
有
効
な
３
時
間
の
防
災
訓
練
で

子
ど
も
た
ち
が
真
剣
に
一
生
懸
命
考
え

て
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
今
後
は
、
地
域
の
人
た
ち
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

保
護
者
の
支
援
を
求
め
な
が
ら
他
の
中

学
校
へ
進
め
て
い
く
方
法
を
考
え
た

い
。

吉川　貞明

上坂　健司

集
落
営
農
組
織
の
振
興
策
は

空
き
地
の
有
効
な
活
用
策
は

地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
づ
く
り
を

▲ 中山間地（丸岡地区）

あ
っ 

せ
ん

▲ 丸岡南中学校防災訓練での避難所ＨＵＧ（防災ゲーム）の様子
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市
長
と
い
う
地
位
や
公
平
な
立
場
か

ら
、
知
事
の
後
援
会
長
を
や
め
て
は
ど

う
か
。

　
地
位
利
用
に
あ
た
ら
な
い
選
挙
運
動

に
つ
い
て
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
。

　
知
事
に
は
、
市
政
の
運
営
に
お
い
て

大
変
世
話
に
な
っ
た
。

　
後
援
会
の
会
長
を
辞
め
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

　
調
理
師
不
足
が
深
刻
で
あ
り
な
が

ら
、
市
職
員
の
定
員
適
正
化
や
国
の
通

達
な
ど
を
理
由
に
し
て
正
規
採
用
を
し

な
く
て
い
い
の
か
。

　
国
か
ら
は
、
人
件
費
な
ど
の
経
常
経

費
の
適
正
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
合
理
化
を
推
進
す
る
よ
う

に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
同
一
労
働
、
同
一
賃
金
、
臨
時
職
員

の
処
遇
改
善
を
す
べ
き
。

　
臨
時
調
理
師
の
時
給
は
９
１
０
円
、

年
次
休
暇
や
夏
季
休
暇
、
結
婚
休
暇
や

子
の
看
護
休
暇
を
設
け
る
な
ど
処
遇
改

善
を
し
て
き
た
。

　
毎
年
、
臨
時
職
員
組
合
と
の
協
議
を

進
め
て
い
る
。

　
国
の
基
準
で
、
本
市
の
雇
用
は
何
人

に
な
る
の
か
。

　
法
定
雇
用
率
２
・
５
％
で
算
定
す
る

と
市
で
24
名
、
教
育
委
員
会
で
５
名
、

三
国
病
院
で
１
名
で
あ
る
。

　
障
が
い
者
雇
用
を
積
極
的
に
す
べ
き
。

　
福
井
労
働
局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

か
ら
助
言
や
協
力
を
得
な
が
ら
、
関
連

す
る
機
関
と
の
連
携
も
図
り
、
法
定
雇

用
数
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

橋本　充雄

畑野麻美子▲ 障害者雇用支援月間ポスター

　
平
成
30
年
度
の
除
雪
計
画
に
お
け
る

重
要
施
策
は
何
か
。

　
除
雪
機
械
を
前
年
度
比
17
台
増
や
す

と
と
も
に
、
新
た
に
10
社
の
事
業
者
の

協
力
で
92
社
に
よ
る
除
雪
体
制
を
強
化

し
た
。

　
市
道
の
初
動
除
雪
基
準
を
20
㎝
か
ら

15
㎝
に
見
直
し
た
。

　
除
雪
車
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
搭
載
し
、
市
民

に
除
雪
情
報
を
発
信
し
て
は
。

　
12
重
要
路
線
で
、
５
社
に
試
験
的
に

導
入
す
る
が
、
平
成
30
年
度
の
市
民
へ

の
情
報
発
信
は
行
わ
な
い
。

　
住
民
へ
の
除
雪
経
費
へ
の
補
助
を
。

　
新
た
に
道
路
除
排
雪
市
民
協
働
補
助

金
を
創
設
し
た
。

　
今
後
も
大
雪
と
な
っ
た
場
合
、
同
様

の
措
置
を
講
じ
た
い
。

　
２
月
の
大
雪
は
災
害
で
あ
る
。

　
市
長
は
費
用
対
効
果
と
言
う
が
、
消

雪
装
置
の
必
要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
今
回
は
37
年
ぶ
り
の
大
雪
で
あ
っ
た

が
、
今
後
も
費
用
対
効
果
を
考
え
機
械

除
雪
で
対
応
し
た
い
。

　
大
雪
時
の
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
装
着
の

義
務
化
と
市
民
へ
の
周
知
は
。

　
今
回
の
制
度
改
正
で
は
、
北
陸
自
動

車
道
と
国
道
８
号
が
対
象
と
な
っ
た
。

　
発
令
は
大
雪
特
別
警
報
が
出
た
場
合

で
あ
る
。

　
詳
細
が
分
か
り
次
第
市
民
へ
周
知
す

る
。

　
チ
ェ
ー
ン
規
制
が
出
る
の
は
い
つ
頃

か
ら
、
ど
の
よ
う
に
周
知
さ
れ
る
の
か
。

　
規
制
に
は
、
大
雪
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が

設
定
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
チ
ェ
ー
ン
規
制
に
よ
り
国
道
８
号
か

ら
市
道
へ
車
が
流
れ
る
懸
念
が
あ
る

が
、
対
応
は
。

　
今
回
の
大
雪
で
も
大
型
車
が
市
内
の

市
道
に
流
入
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う

国
へ
要
請
し
、
市
と
し
て
も
対
策
を
講

じ
た
い
。

平
成
30
年
度
の
雪
対
策
は

▲ 平成30年大雪時の除雪の様子

自
治
体
の
首
長
は
特
定
の
候
補
者
の

後
援
会
長
に
な
る
べ
き
で
は
な
い

処
遇
改
善
と
正
規
雇
用
で

調
理
師
不
足
に
対
応
す
べ
き

国
の
基
準
に
従
い
、

障
が
い
者
雇
用
に
取
り
組
む
こ
と
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住
民
一
人
ひ
と
り
が
災
害
時
に
、
自

ら
取
る
べ
き
行
動
を
時
系
列
に
ま
と
め

た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
策
定
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
は
と
思
う
が
。

　
福
井
県
に
お
い
て
、
水
害
に
関
す
る

住
民
一
人
ひ
と
り
の
減
災
対
策
と
し

て
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
策
定
へ
の

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
て
い

る
。

　
市
で
は
、
平
成
31
年
２
月
に
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
関
す
る
講
演
会
を
計

画
し
て
お
り
、
県
に
合
わ
せ
て
検
討
す

る
。

　
地
域
防
災
計
画
に
、
外
国
人
観
光
客

へ
情
報
伝
達
に
関
す
る
事
項
が
整
備
さ

れ
て
い
る
か
。

　
外
国
人
に
限
ら
ず
観
光
客
に
対
す
る

危
機
管
理
に
つ
い
て
は
、
整
備
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
る
。

　
ま
ず
、
外
国
人
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
に
災
害
情
報
の
伝
達
方
法
を
記

載
す
る
な
ど
、
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
防
災
士
や
防
災
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の

養
成
が
大
事
で
あ
り
、
地
域
で
の
活
用

を
図
る
べ
き
と
思
う
が
。

　
防
災
士
は
地
域
防
災
の
担
い
手
で
あ

る
。

　
平
成
27
年
に
は
坂
井
市
防
災
士
の
会

が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
出
前
講
座
の
講

師
な
ど
、
市
の
防
災
事
業
に
協
力
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
地
域
防
災
活
動
へ
の
参
画

を
お
願
い
し
た
い
。

　
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
体
育
館
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

　
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
整
備
は
、

財
政
面
か
ら
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
エ
ア
コ
ン
設
置
さ

れ
て
い
る
普
通
教
室
、
特
別
教
室
を
活

用
し
対
応
し
た
い
。

　 

「
活
用
さ
れ
て
い
な
い
海
産
物
の
商

品
化
」
と
「
土
産
品
と
し
て
の
商
品
開

発
」
の
考
え
は
。

　
提
案
の
海
産
物
に
よ
る
新
た
な
商
品

化
と
土
産
品
の
開
発
は
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
漁
業
者
や
水
産
業
者
が
協
力
し
、
自

ら
の
経
験
と
知
恵
を
生
か
し
な
が
ら
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
な
け
れ
ば
成

し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
は
、
積
極
的
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
る
よ
う
、
公
益
社
団
法
人
ふ

く
い
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
「
ふ
く
い

の
逸
品
創
造
フ
ァ
ン
ド
事
業
」
や
「
お

も
て
な
し
産
業
魅
力
向
上
支
援
事
業
」

に
よ
る
商
品
開
発
な
ど
の
各
種
支
援
制

度
の
活
用
を
促
し
な
が
ら
、
多
方
面
か

ら
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　
避
難
所
生
活
が
長
期
化
し
た
時
に
、

防
災
備
蓄
缶
詰
と
し
て
三
国
で
水
揚
げ

さ
れ
た
魚
と
坂
井
北
部
丘

陵
地
や
坂
井
地
区
で
採
れ

た
野
菜
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
た
非
常
食
は
で
き
な
い

か
。

　
地
元
食
材
を
使
っ
た
非

常
食
を
提
供
す
る
た
め
に

は
、
漁
業
者
・
農
業
者
と

加
工
業
者
が
共
同
で
「
商
品
開
発
」
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
非
常
食
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
で
坂
井
市
産
の
食
材
を
利

用
し
た
商
品
が
開
発
さ
れ
る
よ
う
、
市

と
し
て
関
係
者
間
を
連
携
す
る
機
会
を

設
け
た
い
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
商
品
開
発
の
過
程
に

お
い
て
、
非
常
食
と
し
て
の
利
用
も
視

野
に
入
れ
た
商
品
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、

坂
井
市
産
の
豊
富
な
食
材
を
市
内
外
へ

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

永井　純一

田中千賀子

防
災
力
向
上
を

農
業
・
漁
業
の
振
興
を

▲ 三国市場さかな祭の様子

▲ マイ・タイムライン検討会（福井市）
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臨
時
国
会
で
漁
業
法
が
改
定
さ
れ
、

沿
岸
漁
業
権
を
知
事
の
裁
量
で
企
業
に

与
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

①
法
改
定
に
対
す
る
市
長
の
見
解
は
。

②
新
規
漁
業
者
へ
の
支
援
策
を
と
る
べ

き
。
　

①
市
の
漁
業
が
深
刻
な
影
響
を
受
け
る

こ
と
は
な
い
。
今
後
影
響
が
少
し
で
も

あ
れ
ば
、
市
と
し
て
働
き
か
け
る
。

②
新
規
就
業
者
の
確
保
に
つ
な
が
る
新

規
施
策
を
検
討
す
る
。
　

　
中
核
市
と
な
る
福
井
市
と
坂
井
市
な

ど
と
の
連
携
都
市
圏
を
形
成
す
る
ビ

ジ
ョ
ン
が
発
表
さ
れ
た
。

　
こ
の
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
に
本
市
が
参

加
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
か
。

　
な
い
と
考
え
る
。

　
こ
の
制
度
は
、
中
枢
都
市
の
福
井
市

に
人
の
流
動
が
進
む
と
い
う
原
則
的
な

仕
組
み
を
持
っ
て
い
る
。

　
将
来
的
な
懸
念
は
あ
る
。

　
生
活
保
護
に
つ
い
て
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
内
容
が
、
利
用
で
き
な
い
理

由
を
強
調
し
過
ぎ
て
不
正
確
で
あ
る
。

①
土
地
、
家
屋
、
車
の
所
有
は
認
め
ら

れ
な
い
の
か
。

②
生
命
保
険
は
解
約
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
。

③
生
活
保
護
の
し
お
り
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
べ
き
。

①
土
地
・
家
屋
の
所
有
は
認
め
ら
れ
る
。

車
の
保
有
も
通
勤
、
障
が
い
者
の
移
動

手
段
に
限
り
容
認
で
き
る
。

②
生
命
保
険
は
、
返
戻
金
が
少
額
で
あ

り
、
保
険
料
が
生
活
に
支
障
が
な
い
場

合
認
め
る
。

③
市
民
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
記
載

を
改
め
る
。

三宅小百合

松本　　朗▲ 改善された市ホームぺージ

　
本
庁
舎
整
備
を
進
め
て
い
く
上
で
、

今
の
時
代
に
適
応
し
た
ト
イ
レ
を
整
備

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
市
民
に
優
し
い
庁
舎
を
掲
げ
、
庁
舎

を
利
用
す
る
全
て
の
人
に
と
っ
て
使
い

や
す
い
庁
舎
と
す
る
基
本
方
針
の
も

と
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え

方
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
ト
イ
レ
に
関
し
て
も
全
て
の
人
に
使

い
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

採
用
し
て
い
る
。
　

　
市
内
の
公
共
施
設
や
教
育
施
設
の
ト

イ
レ
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
大
規
模
改
修
の
際
に
ト
イ
レ
の
改
修

も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

　
改
修
に
あ
た
り
多
目
的
ト
イ
レ
の
設

置
や
ト
イ
レ
の
段
差
解
消
、
ま
た
洋
式

化
、
手
す
り
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
図
っ
て
い
る
。

　
※

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
多
様
性
に
配
慮
し
た

公
共
ト
イ
レ
の
設
置
は
。

　
現
在
、
公
共
施
設
に
お
い
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
の
方
に
特
別
な
配
慮
が
さ
れ
て
い
る

ト
イ
レ
は
設
置
し
て
い
な
い
が
、
施
設

の
改
修
や
改
築
を
す
る
際
に
は
、
今
後

は
他
の
自
治
体
の
状
況
な
ど
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
多
様
な
利
用
が
で
き
る
よ

う
、
サ
イ
ン
な
ど
の
表
示
も
含
め
検
討

し
た
い
。

　
観
光
地
・
東
尋
坊
の
公
共
ト
イ
レ
の

お
も
て
な
し
ト
イ
レ
化
を
。

　
平
成
29
年
度
よ
り
順
次
、
洋
式
ト
イ

レ
を
整
備
し
て
い
る
。

　
今
後
、
研
究
を
し
て
い
く
。

　
公
共
施
設
や
教
育
施
設
の
ト
イ
レ
に

廊
下
か
ら
便
器
が
見
え
る
も
の
は
な
い

か
。

　
６
つ
の
小
学
校
で
15
カ
所
、
５
つ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
７
カ
所

あ
っ
た
。

　
順
次
対
応
し
て
い
く
。

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
改
善
を

▲ 多様性に配慮したトイレの設置を

漁
業
法
改
定
で
三
国
の
漁
業
へ
の

影
響
は

生
活
保
護
制
度
―
利
用
者
の
立
場
で

改
善
を

福
井
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン

へ
の
提
案
と
確
認
は

※LGBT…レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダーの頭文字をとった性的少数者の総称。
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三
国
港
に
お
け
る
こ
こ
数
年
の
漁
獲

量
の
現
状
は
。

　
漁
船
の
減
船
や
天
候
に
よ
る
出
漁
日

数
の
違
い
か
ら
、
年
に
よ
っ
て
若
干
の

違
い
は
あ
る
が
、
全
体
で
五
百
ト
ン
台

の
数
値
で
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
。

　
漁
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
の

漁
業
就
労
支
援
策
は
。

　
県
に
よ
る
支
援
制
度
の
活
用
の
ほ

か
、
市
独
自
の
政
策
と
し
て
、
新
規
就

業
者
の
雇
用
主
に
対
す
る
研
修
費
用
支

援
制
度
を
設
け
て
い
る
。

　
漁
業
者
の
経
営
安
定
の
た
め
今
後
ど

の
よ
う
な
施
策
が
必
要
と
考
え
る
か
。

　
現
在
行
っ
て
い
る
漁
獲
共
済
加
入
助

成
事
業
や
漁
業
用
の
燃
料
高
騰
対
策
事

業
、
漁
船
の
燃
費
向
上
を
図
る
船
底
清

掃
推
進
事
業
や
各
種
利
子
補
給
制
度
事

業
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
た

い
。

　
地
元
の
漁
協
や
漁
業
者
に
漁
業
権
を

優
先
的
に
割
り
当
て
る
漁
業
法
の
規
定

を
廃
止
す
る
水
産
改
革
関
連
法
案
の
成

立
が
地
元
漁
業
に
及
ぼ
す
影
響
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

　
市
に
設
定
さ
れ
て
い
る
漁
業
権
は
、

雄
島
漁
業
協
同
組
合
が
免
許
を
有
す
る

共
同
漁
業
権
の
み
だ
が
、
こ
の
共
同
漁

業
権
に
つ
い
て
は
、
法
改
正
後
も
事
実

上
従
来
通
り
地
元
漁
協
以
外
に
は
許
可

さ
れ
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
現
段
階
で
の
影
響
は
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
通
学
時
の
児
童
・
生
徒
の
持
ち
物
負

担
の
軽
減
に
向
け
、
教
育
委
員
会
で
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
児
童
・
生
徒
の
携
行
品
が
過
重
に
な

ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
よ
う
、
各
学

校
に
指
導
し
て
い
る
。

　
予
習
復
習
に
影
響
の
な
い
教
材
を
学

校
に
置
い
て
帰
る
こ
と
を
認
め
る
な

ど
、
各
学
校
・
各
学
年
で
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
市
が
管
理
す
る
街
路
樹
の
路
線
数
お

よ
び
街
路
樹
の
本
数
は
。

　
市
が
管
理
す
る
市
道
に
お
い
て
、
街

路
樹
の
道
路
は
42
路
線
で
あ
り
、
約
２

０
０
０
本
の
街
路
樹
を
管
理
し
て
い

る
。

　
市
内
の
街
路
樹
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
計
画
で
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
そ
れ
に
か
か
る
費
用
は
。

　
樹
木
の
殺
虫
剤
散
布
を
年
に
２
回
か

ら
４
回
、
植
樹
桝
の
除
草
作
業
を
年
１

回
実
施
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
必
要
に
応
じ
て
剪
定
作
業

を
実
施
す
る
な
ど
計
画
的
な
維
持
管
理

に
努
め
て
い
る
。

　
市
内
の
街
路
樹
の
維
持
管
理
に
か

か
っ
て
い
る
費
用
は
。

　
毎
年
、
１
２
０
０
万
円
の
予
算
で
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
街
路
樹
の
根
が
歩
道
の
舗
装
を
浮
き

上
げ
る
根
上
り
現
象
が
見
受
け
ら
れ

る
。

　
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
年
間
10
カ
所
程
度
の
根
上
り
補
修
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
根
上
り
の
状
況

に
応
じ
そ
の
都
度
補
修
し
て
い
く
。

　
今
後
も
扶
助
費
が
増
加
し
続
け
る
こ

と
か
ら
、
ハ
ー
ド
整
備
の
予
算
は
確
保

し
づ
ら
い
。

　
そ
こ
で
、
街
路
樹
の
定
期
的
な
管

理
、
街
路
樹
を
市
民
と
育
む
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
坂
井
市
街
路
樹
維
持
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
、
長
期
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
で
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
市
の
所
見
は
。

　
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
る
が
、
落
ち
葉
や
定
期
的
な

剪
定
な
ど
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
現
状
で
あ
る
。

　
今
後
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
、

適
正
な
維
持
管
理
を
検
討
し
た
い
。

辻　　人志

川端　精治

未
来
あ
る
漁
業
振
興
策
を
求
め
る

通
学
時
に
お
け
る
荷
物
の
軽
減
を

▲ 街路樹の成長による根上り現象

▲ 三国港の風景

長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で

市
内
街
路
樹
の
維
持
管
理
をせ

ん 

て
い

せ
ん 

て
い

■問■答■問■答■問■答■問■答

■問■答

■問■答■問■答■問■答■問■答■問

■答

16一般質問［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］

定 例 会 審 議 結 果
★12月定例会に提出された議案と議決結果 ○…賛成　×…反対　□…棄権　△…欠席　－…議長のため原則採決に参加できない

議案番号 件　　　　　名
議
決
結
果

認定第１号

認定第２号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

山
田
　
秀
樹

三
宅
小
百
合

近
藤
　
哲
行

後
藤
　
寿
和

川
端
　
精
治

渡
辺
　
竜
彦

前
川
　
　
徹

南
川
　
直
人

上
坂
　
健
司

戸
板
　
　
進

吉
川
　
貞
明

古
屋
　
信
二

田
中
　
哲
治

佐
藤
　
寛
治

松
本
　
　
朗

東
野
　
栄
治

伊
藤
　
聖
一

辻
　
　
人
志

川
畑
　
孝
治

前
田
　
嘉
彦

橋
本
　
充
雄

永
井
　
純
一

畑
野
麻
美
子

山
田
　
　
栄

広
瀬
　
潤
一

認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

× × × × × × × × × × × × ー × ○ × × × × × × × ○ × × ×不採択

× × × × × × × × × × × × ー × ○ × × × × × × × ○ × × ×不採択

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○可決

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
田
中
千
賀
子

平成29年度坂井市一般会計歳入歳出決算
の認定について

平成29年度坂井市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

平成29年度坂井市後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算の認定について

平成29年度坂井市水道事業会計決算の認
定について

平成29年度坂井市公共下水道事業会計決
算の認定について

平成29年度坂井市農業集落排水事業会計
決算の認定について

認定第７号 平成29年度坂井市病院事業会計決算の認
定について

議案第45号 平成30年度坂井市一般会計補正予算（第４号）

議案第50号 和解について

平成30年度坂井市一般会計補正予算（第５号）

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第63号

議案第64号

請願第１号

陳情第５号

議案第62号

議案第46号 平成30年度坂井市国民健康保険特別会計
補正予算（第２号）

議案第47号 平成30年度坂井市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第１号）

議案第48号 平成30年度坂井市水道事業会計補正予算
（第１号）

議案第49号 平成30年度坂井市公共下水道事業会計補
正予算（第１号）

指定管理者の指定（三国駅前駐車場ほか
１施設）について

指定管理者の指定（坂井市三国希望園）に
ついて

指定管理者の指定（坂井市丸岡総合福祉
保健センター）について

指定管理者の指定（坂井市三国温泉ゆあ
ぽ～と）について

指定管理者の指定（坂井市たけだの里施
設）について

指定管理者の指定（坂井市文化施設）に
ついて

指定管理者の指定（坂井市丸岡城関連施
設）について

指定管理者の指定（坂井市体育施設）に
ついて

指定管理者の指定（坂井市屋内温水プー
ル・フィットネスセンター）について

坂井市一般職の職員の給与に関する条例
等の一部を改正する条例について

坂井市特別職の職員の給与及び旅費等に関
する条例の一部を改正する条例について

損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の
決定について

坂井市教育委員会教育長の給与及び勤務
時間等に関する条例の一部を改正する条
例について

国に対し「消費税増税中止を求める意見
書」の提出を求める請願

特急「サンダーバード」「しらさぎ」存続
のための話し合いを求める陳情

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
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宮
城
県
女
川
町

復
興
に
向
け
た
に
ぎ
わ
い
拠
点
づ
く

り
に
つ
い
て

　
女
川
町
の
復
興
は
、
居
住
地
域
を

高
台
に
集
約
し
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
商
業
エ
リ

ア
、
公
共
施
設
、
観
光
交
流
エ
リ
ア

な
ど
を
新
設
の
防
潮
堤
の
内
側
に
集

約
的
に
整
備
し
て
い
る
。

　
女
川
駅
を
中
心
に
町
所
有
地
を
集

約
し
、
商
工
会
・
協
同
組
合
・
観
光

協
会
・
女
川
町
が
出
資
し
た
ま
ち
づ

く
り
会
社
が
テ
ナ
ン
ト
型
商
業
施
設

を
整
備
・
運
営
し
て
い
る
点
が
特
徴

で
あ
る
。

　
本
市
に
お

い
て
も
、
何

ら
か
の
災
害

が
あ
っ
た
場

合
、
復
興
の

計
画
に
お
い

て
に
ぎ
わ
い

拠
点
づ
く
り

は
必
要
で
あ

る
と
感
じ
た
。

岩
手
県
陸
前
高
田
市

市
議
会
災
害
対
策
お
よ
び
市
防
災
部

局
の
連
携
に
つ
い
て

　
陸
前
高
田
市
議
会
で
は
、
大
災
害

時
へ
の
対
応
が
確
立
し
て
な
か
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
「
市
議
会
災
害
対

応
指
針
」
や
市
地
域
防
災
計
画
上
の

位
置
づ
け
と
し
て
「
市
議
会
対
策
会

議
設
置
要
綱
・
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
策
定
し
市
部
局
と
の
連
携
を
図
っ

た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
同
様
な
計
画
（
坂

井
市
議
会
B
C
P
）
を
平
成
30
年
に

策
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
今
後
、
考

え
ら
れ
る
課
題
解
決
に
向
け
て
大
変

参
考
に
な
っ
た
。

岩
手
県
一
関
市

移
住
定
住
施
策
に
つ
い
て

　
一
関
市
で
は
、
今
後
、
大
幅
な
人

口
減
少
と
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
地

域
社
会
の
活
力
低
下
、
財
政
悪
化
な

ど
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
「
移
住
定
住
促
進
事
業
」「
移
住

者
住
宅
取
得
補
助
金
」「
空
き
家
バ
ン

ク
登
録
住
宅
改
修
補
助
金
」
な
ど
４

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
の
取
り
組
み
や
課
題
と
し
て

は
、
各
自
治
体
間
の
政
策
は
平
準
化

し
て
お
り
施
策
だ
け
で
は
移
住
希
望

者
を
動
か
せ
な
い
現
状
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
市
に
『
何
ら

か
の
』
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
移
住
す

る
人
が
多
い
傾
向
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

し
っ
か
り
と
体
制
づ
く
り
が
必
要
と

感
じ
た
。

11月13日～15日

▲ 町の中心となるプロムナード（歩行者専用道路）

教育民生常任委員会視察報告

福
岡
県
太
宰
府
市

学
力
向
上
宣
言
（
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
に
つ
い
て

　
太
宰
府
市
で
は
、
学
力
向
上
宣
言

と
し
て
、
学
力
調
査
官
を
招
聘
し
指

導
を
行
う
、
市
内
の
若
手
教
員
を
市

内
で
育
て
る
研
修
を
行
う
、
学
校
の

基
盤
整
備
で
、
学
校
学
習
と
家
庭
学

習
の
連
携
を
図
る
と
い
っ
た
三
つ
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
学
力
調
査
官
を
招
聘
し
、
調
査
官

指
導
案
の
も
と
に
実
践
し
て
い
る
取

り
組
み
が
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い

る
点
な
ど
は
参
考
に
し
た
い
。

大
分
県
中
津
市

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
に
つ
い
て

　
中
津
市
の
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

は
、
子
育
て
の
相
談
や
育
児
支
援
を

行
う
な
ど
、
子
育
て
中
の
親
子
に
と
っ

て
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
末
に
は
、
市
内

中
心
地
に
位
置
す
る
商
業
施
設
内
に
、

未
就
学
児
の
親
子
が
無
料
で
安
心
し

て
遊
べ
る
室
内
施
設
を
中
津
市
が

オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
母
体
と
な
る
商
業

施
設
も
開
館
以
降
、
集
客
効
果
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
相
乗
効
果
が

現
れ
て
い
る
。

　
子
育
て
支
援
策
を
拡
充
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
本
市
に
と
っ
て

大
変
参
考
に
な
る
事
業
で
あ
っ
た
。

熊
本
県
熊
本
市

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て

　
熊
本
市
で
は
、
大
規
模
災
害
発
生

時
に
、
一
般
避
難
所
の
生
活
に
お
い

て
、
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
人

た
ち
の
た
め
の
避
難
所
で
あ
る
福
祉

避
難
所
を
開
設
し
て
い
る
。

　
福
祉
避
難
所
は
二
次
的
避
難
所
で

あ
り
、
入
所
に
要
す
る
食
費
、
住
居

費
な
ど
の
費
用
は
熊
本
市
が
負
担
を

行
っ
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
も
福
祉
避
難
所
、
福

祉
子
ど
も
避
難
所
な
ど
の
開
設
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

11月12日～14日

▲ なかつ・こどもいきいきプレイルーム

し
ょ
う
へ
い

し
ょ
う
へ
い

18常任委員会視察報告

産業建設常任委員会視察報告

静
岡
県
富
士
市

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　（
株
）
イ
ド
ム
が
富
士
市
の
委
託
を

受
け
て
開
設
。
成
果
を
重
要
視
す
る

民
間
の
発
想
で
、
相
談
件
数
を
伸
ば

し
て
き
た
。

　
問
題
点
ば
か
り
を
指
摘
す
る
の
で

は
な
く
、
強
み
や
良
い
と
こ
ろ
を
見

つ
け
て
伸
ば
し
て
い
く
姿
勢
を
大
切

に
し
、
サ
ポ
ー
ト
も
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
デ
ザ
イ
ン
、
販
路
開
拓
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
い
っ
た
各
専
門
家
の
バ
ト
ン
リ

レ
ー
で
、
質
の
高
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
提
供
し
て

い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

長
野
県
諏
訪
市

ブ
ラ
ン
ド
創
出
事
業
に
つ
い
て

　
諏
訪
市
で
は
産
業
連
携
推
進
室
を

設
置
し
、
作
り
手
と
売
り
手
を
つ
な

ぐ
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
や
、
技
術
や
商

品
の
特
性
に
合
っ
た
販
路
創
出
事
業
、

首
都
圏
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
活
用
し

た
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
た
。

　
地
域
の
産
品
を
高
品
質
な
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
、
開
発
支
援
、
生
産
支
援
、

流
通
を
担
え
る
地
域
商
社
化
を
将
来

目
指
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

長
野
県
小
諸
市

「
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ 

Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ 

Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｆ
Ｔ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　
農
家
・
農
業
団
体
と
小
諸
市
が
一

体
と
な
っ
て
農
産
物
を
育
む
「
土
壌
」

に
焦
点
を
当
て
た
「
生
命
を
つ
な
ぐ
」

活
動
を
展
開
。「
小
諸
の
土
」
を
ブ
ラ

ン
ド
化
し
て
、
そ
の
土
で
生
産
さ
れ

る
農
産
物
を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
打
ち

出
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
被
害
が
深
刻
化
し

て
い
る
一
方
、
駆
除
を
実
施
す
る
猟

友
会
員
の
減
少
が
課
題
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
捕
獲
従
事
者
を
「
猟
友
会
」

か
ら
非
常
勤
公
務
員
の
「
実
施
隊
」

へ
と
変
更
し
捕
獲
数
の
増
、
被
害
の

減
少
に
成
功
し
た
。
ま
た
増
大
し
た

駆
除
費
用
捻
出
の
た
め
に
駆
除
個
体

の
有
効
活
用
、
商
品
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

10月16日～18日

▲ 小諸市での視察の様子

平成30年度　一般会計12月補正予算概要

補正額  6億2,720万円（補正後の額  406億8,977万円）
主 な事業

◆障害児通所支援事業 3,988万円
　児童通所サービスの利用者増加に伴う障害児給
付費などの増額。

　
◆水産業経営支援事業 850万円
　漁業経営の支援を図るため、燃油高騰により経
営に影響を受けた漁業者へ交付する補助金の増額。

　
◆県営事業負担金 4,000万円
　県が行う道路・河川事業などにおける市負担金
の計上。

　
◆小学校管理事業 825万円
　市内小学校で使用する電気料やエアコンガス料
の不足に伴う維持管理費などの増額。

◆財産管理事務事業 3,200万円
　老朽化などで利活用できない普通財産を売却す
るための建物解体工事費などの増額。

　
◆知事・県議会議員選挙事業 2,050万円
　県からの委託により、知事および県議会議員選
挙を執行するための経費の計上。　

　
◆臨時福祉給付金給付事業　 7,280万円
　平成28・29年度臨時福祉給付金給付事業にかか
る事務費・補助金の精算に伴う返還金の計上。

 
◆丸岡総合福祉保健施設管理運営事業 
 2億5,000万円
　丸岡総合福祉保健センターの老朽化に伴う改修
工事費などの増額。

19 常任委員会視察報告・補正予算概要

市議会だより市議会だより
坂井坂井
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★３月定例会会期日程（予定）
２月19日（火） 10時～ 本会議（施政方針・議案説明など）
　　20日（水） 
　　21日（木） 10時～ 予算特別委員会 
　　22日（金）   
３月 ４ 日（月） 10時30分～ 本会議（代表質問） 
　　５ 日（火） 10時～ 
　　６ 日（水） 10時～ 　　本会議（一般質問）  

３月 ８ 日（金） 10時～ 産業建設常任委員会  
　　11日（月） 10時～ 教育民生常任委員会
　　13日（水） 10時～ 総務常任委員会
　　18日（月） 11時～ 予算特別委員会
　　20日（水） 10時～ 本会議（委員長報告・採決など）

※ 日程は、変更になる場合がありますので、あらかじめご了承願います。 

議会を傍聴してみませんか

　
読
者
の
み
な
さ
ん
、
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
本
号
で
は
昨
年
11
月
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
高
校
生
と
の
意
見
交
換

会
の
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
高

校
生
の
意
見
は
素
直
で
、
私
た
ち

大
人
か
ら
見
れ
ば
違
っ
た
目
線
か

ら
の
意
見
が
大
変
参
考
に
な
り
、

少
し
で
も
若
者
た
ち
の
意
見
を
施

策
に
つ
な
げ
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
昨
年
の
漢
字
一
文
字
は

「
災
」
で
し
た
。
坂
井
市
に
お
い
て

も
２
月
の
豪
雪
や
夏
の
猛
暑
、
台

風
直
撃
な
ど
の
自
然
「
災
」
害
の

脅
威
を
痛
感
し
た
一
年
で
し
た
。

こ
の
経
験
か
ら
防
災
意
識
が
高
ま

り
、
多
く
の
人
が
自
助
共
助
の
大

切
さ
を
認
識
し
た
年
で
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
が
平
穏
な
年
に
な
り
ま
す

よ
う
願
う
一
方
で
、
自
助
共
助
の

意
識
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　
今
後
も
親
し
ま
れ
る
市
議
会
だ

よ
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
御
愛
読
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　（
古
屋
）

編 

集 

後 

記

※問い合わせや議会だよりに対するご意見がありましたら、左記の議会事務局連絡先までご連絡ください。

意見交換会を希望する団体を募集しています。電話にて議会事務局までお申し込みください。

出前 d e 議 会Ｃａｆé
　市議会では、議会報告会の一環として、「出前de議会Ｃａｆé」と題し市内各種団体との意見交換会を
開催しています。議員が直接団体の会合や集会に出向き、気楽に意見交換を行うことで、市民の皆さん
が感じていることをくみ取り市政に生かします。今回、第１回目を坂井市商工会女性部と行いました。

・道路除雪では、県と市の連携が必要で

はないか。

・若者が住みたいと思える市にすべき。

・コミュニティバスの利便性向上や利用
増、バス停の環境整備を考える必要があ

る。

・県外大学からのＵターン就職につい
て、市としてもっと取り組みの周知が必
要だと感じる。

・市内に子どもが遊べる場所が少ない。

・とても充実した時間をすごせた。
・話しやすく、議員が身近に感じた。
・議会と商工会で坂井市の活性化を望む。

市政についてのご意見 意見交換で感じたこと

▲ 坂井市商工会での「出前 de 議会Café」の様子

〒
919-0592  福

井
県
坂
井
市
坂
井
町
下
新
庄
第
1号
1番
地

TEL 0776 -50 -3001（
直
通
）
 FAX 0776 -66 -2928 

URL http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/  E-m
ail gikai@

city.fukui-sakai.lg.jp
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井
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